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日
頃
か
ら
、
市
政
の
推
進

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
29
年
に

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
反
映
し
た
、
最
上
位
計

画
と
な
る
「
名
寄
市
総
合
計

画
（
第
二
次
）
」
（
計
画
期

間
：
平
成
29
年
度
〜
令
和
８

年
度
）
を
策
定
し
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
各
種
施
策
及
び
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
は
「
10
カ
年
の
基
本
構
想
」
「
前
期
・
中
期
・
後
期

の
基
本
計
画
」
と
「
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
、
令
和
８
年
度
末
を
も

っ
て
計
画
期
間
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
か
ら
２
年
間
か
け
て
「
名
寄
市
総
合
計
画
（
第
三

次
）
」
（
計
画
期
間
：
令
和
９
年
度
〜
16
年
度
）
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
に
よ
り
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
各
種
施
策

の
満
足
度
や
幸
福
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
皆
さ
ま
の
今
後
の
意
向

な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
も
と
、
名
寄
市
総
合
計
画
（
第

三
次
）
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
11
月

名
寄
市
長　
　
加
藤　
　
剛
士

　

旧
風
連
町
を
含
む
本
市
の
総
人
口
は
、
平
成
２

年
に
は
３
万
７
１
９
４
人
で
し
た
が
、
そ
の
後
減

少
が
続
い
て
お
り
、
平
成
27
年
に
３
万
人
を
下
回

り
、
令
和
２
年
は
２
万
７
２
８
２
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
が
令
和
５
年
に
示
し
た
将
来
人
口
推
計
結
果

に
よ
る
と
、
本
市
は
今
後
も
人
口
減
少
が
続
き
、

令
和
32
年
に
は
総
人
口
が
１
万
７
２
７
２
人
に
な

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
い
た
高
齢
者
の
人
口
は
令
和
２
年
に
は
減

少
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
率（
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
人
口
の
割
合
）は
上
昇
を
続
け
て
お

り
、令
和
２
年
に
は
32
・
２
％
と
な
り
、
そ
の
後
令

和
39
年
に
は
38
・
２
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　　
本
市
普
通
会
計
の
歳
出
決
算
額
を
目
的
別
で
み
る

と
、
計
画
期
間
前
の
平
成
28
年
度
と
比
べ
て
令
和
６

年
度
は
教
育
費
が
58
億
５
千
万
円
か
ら
37
億
円
に
減

少
し
て
い
る
一
方
、
民
生
費
が
44
億
９
千
万
円
か
ら

59
億
９
千
万
円
に
、
土
木
費
は
17
億
３
千
万
円
か
ら

29
億
３
千
万
円
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
今
後
も
民
生
費
は
増
加
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
や
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
共

施
設
は
順
次
修
繕
や
改
修
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
施
設
に
よ
っ
て
は
複
合
化
を
含
め
た
施
設
更

新
の
対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
の
歳
入
は
人
口
減
少
に
伴
っ
て
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　市長あいさつ

　名寄市の概況
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